












Study on Social Design by Narrative Approach:  














































































1 章 映画づくりワークショップにおける理論的着眼点 
2 章 映画づくりワークショップにおける実践内容の整理 
3 章 映画づくりワークショップにおける治療効果 
4 章 映画づくりワークショップにおける学習効果 
5 章 映画づくりワークショップにおけるソーシャル・キャピタル醸成効果 
6 章 映画づくりワークショップにおける空間認識 





1 章で映画づくり WS の理論的着眼点を述べ、2 章で実践内容を整理し、その目的と特徴
を整理した。3 章から 6 章でそれぞれ映画づくり WS の効果を論じ、7 章で各章の成果を統
合し、理論化を行った。終章は特に 7 章をうけて、映画づくり WS での「成解」に至る理想
的変容モデルと参加の分類、実施計画例、現象学的計画論としての活用を示し、最後に、ま

























































2016 年までの実践は 10 回におよび、26 作品をつくりだしている。その変容のプロセスを
明らかにしたうえで、全体としてどのような目的、特徴を有しているかを次のように示した。 










3 章では、映画づくり WS における個人の変容、特に治療効果について論じた。映画づく





































6 章では、映画づくり WS における参加者の空間認識の考察を行った。具体的には映画づ
くり WS における①「空間と場所」の関係、②「空間と行為」の関係、③「空間と時間」の














7 章では、特に 3 章から 6 章で論じられた映画づくり WS の経験による諸効果を統合し、

































































































 本研究の課題を論じるにあたって、あくまで筆者の関与した映画づくり WS に限定した結果
である点に留意する必要がある。また、本研究はアクション・リサーチを採用したがゆえに生
じる問題点が複数存在している。総じていえることは、本論における映画づくり WS は、いま
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だ社会デザインとして導入にすぎない。今後のさらなる実践において、その仕組みを検証、精
緻化すべき点が多くある。 
（1）調査の限界と実証不足 
（2）さらなる「語り直し」の時間不足 
（3）アクション・リサーチと「力（権力）」との関係 
（4）ファシリテーターの影響力の把握 
（5）意思決定プロセスにおける対話分析 
 
以上  
 
